
山
本
医
院
（
北
京
）
院
長
山
本
忠
孝
（
た
だ
た
か
）
は
、
中
国
の
文

豪
魯
迅
の
北
京
に
お
け
る
主
治
医
で
あ
っ
た
。

一
九
二
六
年
三
月
十
八
日
、
北
京
で
民
衆
の
デ
モ
に
執
政
段
棋
瑞

の
護
衛
兵
が
発
砲
し
、
四
十
七
名
の
死
者
が
出
た
。
こ
れ
が
三
・
一

八
事
件
で
あ
る
。
魯
迅
は
デ
モ
に
参
加
し
な
っ
た
が
、
後
に
逮
捕
状

が
出
た
と
伝
え
ら
れ
、
外
国
人
が
経
営
す
る
病
院
の
い
く
つ
か
に
難

を
避
け
た
。
そ
の
一
つ
が
山
本
医
院
で
あ
る
。
こ
れ
の
象
で
な
く
、

魯
迅
は
山
本
医
院
に
何
年
に
も
わ
た
っ
て
受
診
し
、
ま
た
親
戚
や
知

人
を
紹
介
し
て
い
る
。

山
本
忠
孝
の
経
歴
は
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
っ
た
が
、
演
者
は
そ

の
生
涯
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
報
告
す
る
。

山
本
忠
孝
は
、
明
治
九
年
十
一
月
医
家
の
子
と
し
て
京
都
市
に
生
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山
本
忠
孝
ｌ
北
京
に
お
け
る
魯
迅
の
主

治
医
Ｉ

泉
彪
之
助

ま
れ
、
明
治
二
十
五
年
四
月
京
都
府
立
医
学
校
入
学
、
明
治
二
十
九

年
十
月
同
校
を
卒
業
し
た
。
昭
和
七
年
四
月
二
十
九
日
、
上
海
新
公

園
（
現
在
の
虹
口
公
園
）
で
重
光
公
使
、
白
川
大
将
ら
と
共
に
爆
弾
を

受
け
て
死
去
し
た
上
海
居
留
民
団
長
河
端
貞
次
は
京
都
府
立
医
学
校

に
お
け
る
同
級
生
で
あ
る
。

山
本
忠
孝
は
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
医
師
開
業
試
験
免
許
を
受

け
、
京
都
府
立
療
病
院
神
経
精
神
科
に
就
職
し
た
が
、
翌
年
病
気
の

た
め
退
職
。
し
ば
ら
く
生
命
保
険
会
社
の
医
師
と
し
て
働
い
た
後
、

父
の
あ
と
を
継
い
で
京
都
市
左
京
区
新
麩
屋
町
仁
王
門
下
ル
で
開
業

し
た
。
明
治
三
十
四
年
五
月
、
木
村
田
鶴
と
結
婚
。
明
治
四
十
年
よ

り
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ゞ
ヘ
ル
リ
ン
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

各
大
学
に
学
ん
だ
後
、
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
学
で
「
結
核
に
お
け
る

凝
集
反
応
に
つ
い
て
」
の
論
文
で
ド
ク
ト
ル
・
メ
デ
ィ
チ
ー
ネ
の
学

位
を
得
た
。
明
治
四
十
三
年
に
帰
国
し
た
が
、
同
年
中
国
に
旅
行

し
、
た
ま
た
ま
北
京
で
患
者
を
診
察
し
た
こ
と
か
ら
、
翌
四
十
四
年

北
京
で
開
業
し
た
。
最
初
東
城
八
宝
胡
同
で
開
業
し
、
大
正
八
年
西

城
旧
刑
部
街
（
現
復
興
路
）
に
移
転
し
た
。
大
正
二
年
’
三
年
、
同
十

一
年
に
も
ド
イ
ツ
留
学
。
大
正
十
二
年
’
十
三
年
に
は
、
米
国
ジ
ョ

ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
へ
留
学
し
た
。
大
正
十
五
年
、
「
好
中
球
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移
動
の
原
因
と
し
て
の
骨
髄
の
微
細
構
造
」
の
論
文
で
、
母
校
で
医

学
博
士
の
学
位
を
得
た
。
そ
の
後
昭
和
三
年
－
四
年
に
も
渡
欧
し
て

山
本
忠
孝
は
昭
和
十
一
年
還
暦
を
機
に
帰
国
。
太
平
洋
戦
争
開
戦

後
、
別
府
に
定
住
。
昭
和
二
十
七
年
二
月
に
没
し
た
。

魯
迅
は
、
一
九
二
○
年
か
ら
一
九
二
六
年
に
わ
た
っ
て
山
本
医
院

に
受
診
し
た
。
ま
た
、
母
魯
瑞
も
山
本
医
院
で
診
察
を
受
け
た
。
次

弟
周
作
人
、
三
弟
周
建
人
の
妻
羽
太
芳
子
、
周
建
人
の
子
周
豊
二
、

周
鞠
子
は
、
山
本
医
院
に
入
院
し
た
こ
と
が
あ
る
。

山
本
田
鶴
は
生
前
、
魯
迅
の
こ
と
を
た
ず
ね
ら
れ
て
、
「
山
本
医

院
に
み
え
て
い
た
」
と
淡
為
と
話
し
て
い
た
と
い
う
。

『
魯
迅
日
記
』
に
よ
れ
ば
魯
迅
は
、
三
・
一
八
事
件
の
後
、
三
月

二
十
九
日
に
山
本
医
院
に
行
き
、
そ
の
後
四
月
十
五
日
に
ド
イ
ツ
医

詫
に
移
る
ま
で
、
山
本
医
院
に
滞
在
し
て
、
時
を
自
宅
に
帰
っ
て
い

､，

る
○

院
に
移
る
ま
で
、

た
よ
う
で
鞍
の
る
。

北
京
市
旧
刑
部
街
の
山
本
医
院
は
、
太
平
洋
戦
争
ご
ろ
日
本
か
ら

の
留
学
生
寮
と
な
り
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
、
鉄
道
部
の
病

院
を
経
て
現
在
は
共
同
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。

山
本
忠
孝
は
、
北
京
大
学
教
授
で
中
国
共
産
党
の
創
設
者
で
あ
っ

た
李
大
剣
と
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
確
認
出
来
な
か

つ
み
卜
Ｏ

（
福
井
県
立
短
期
大
学
）
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